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平成30年度　公開講座

「不登校の子どもの気持ち・親の気持ちとその支援」

日時：平成30年７月14日（土）
講師：伊藤　美奈子 先生（ 奈良女子大学研究院生活環境科学系 教授，奈良女子大学臨床心理相談

センター長）
会場：京都女子大学Ｊ校舎５階525教室

　こんにちは。いまご紹介いただきました伊藤
です。今日はゆったりと３時間ほど時間があり
ますので，私もいろいろ不登校の子どもたちと
の出会いとか，エピソードとか，いろいろご紹
介しながらお話ししたいと思っておりますので，
皆さんもあまり硬い感じにならずに聞いていた
だけるとありがたいと思います。私の話は，た
ぶんそんなに難しいお話にはならないんじゃな
いかと思いますので，むしろ身近にいらっしゃ
る子どもたちとかを頭に置いていただきながら
聞いていただけるといいかなと思っております。
　なぜ不登校なのかというところを少し最初に
お話ししておきたいと思います。私は，もとも
と国語の教員として，女子高校で６年間教員を
したのですが，その中で担任をしていたクラス
の生徒に不登校の子がいました。当時は，登校
拒否と呼んでいましたが，その子と出会う中で
その子の気持ちがよく分からなかったんです。
対応も十分にできなかったこともありまして，
そのときに勉強をし直そうと思って研修を受け
たのが，カウンセリングとか，教育相談でした。
生の生徒たちを目の前にしながらもう一度勉強
をすると，また違った吸収の仕方もあり，教員
としてもカウンセリングの勉強がすごく生きる
ということが分かりまして，一から院に入り直
して勉強をしたというのが自分の出発点です。

ですから，私自身は学校現場が原点です。自分
は教育畑から出ましたし，教師という立場で最
初スタートしましたので，学校のために何かで
きないのかなというところで，不登校とか，い
じめとか，あるいはスクールカウンセリングと
かを研究しています。今日お話しすることは，
多くはそういう実践の中で出会った子どもたち
のことです。そして，調査研究としてやってき
たデータも少し後半でご紹介したいと思います。
　最初に，レジュメに『不登校の子どもたちが
なぜ行けないのか，その理由は分からない』と
書かせていただいています。文科省のデータと
か，いろんな調査を見ると，友だち関係とか，
個人的な性格とか，家庭の問題とか，いろいろ
言われているかと思います。実際には，不登校
の子たちと面談をしたときに，「どうして学校
がしんどいの」とか，「何か理由があったの」
と聞いたときに，はっきり「これこれです」，「こ
ういう理由があるんです」と言える子の方が少
なかったという印象です。だいたいの子は，何
でか分からない。「分からないけども，学校に
行こうと思ったら，しんどくなるんです」とか，

「教室にいると水槽の中に入ったような気分に
なります」と。「水槽の中って，息ができないっ
ていうこと」と聞いたら，そういう苦しい状況
にありますと言ってくれた子もいます。「何で」

講 演 録
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と聞いても，それは言葉にならないことがすご
く多いというのが実感です。
　でも，私たちはやっぱり理由が知りたいです
よね。私も最初は絶対に聞きます。不登校の子
と面談をするときも，初回は「何かあったん」
とか。いじめがあったら学校にも協力してもら
わないといけないし，解決すべきことはしたい
から，最初は聞くのですが，「やっぱり分から
ない」，「自分でも言葉にならない」ということ
があると，もうそれはいったんふたをして置い
ておくというかたちで，そこはそれ以上掘り起
こさないということが多いです。なぜ掘り起こ
さないかといいますと，理由を聞かれることは，
ある意味すごくしんどいことです。私たちは悪
意で聞いているのではなく，何か理由が知りた
い，訳があるんだったら解決したいというとこ
ろで一生懸命聞くのですが，聞かれる方からす
ると，自分でも分からないところを「どうして
行けないの」，「何で来ないの」と何度も何度も
聞かれると，すごく追い詰められていくんです
ね。かつ，自分が何か人には分からないような
ことをしてしまっているのかなとか，理由が言
えないと駄目なのかなとか，逃げられないのか
なとか，そんなふうにどんどん追い詰められて
いってしまうことはありますね。聞く側は，先
生にしてもカウンセラーにしても親御さんにし
ても，「教えて」，「何でなの」というふうに聞
いていると思うのですが，やはり聞かれる方か
らしたら追い詰められてしまうとか，答えるの
がしんどいとか，そんな簡単には言葉にならな
いんだと感じている子もいるんじゃないかなと
思うんです。私がもし誰か不登校の子に「何で」
と聞いたときに，答えが返ってこなかった。そ
うしたら，そうなんだと，そこは流します。そ
して，いったんもうそこは保留にして，あえて
そこは掘り起こすことはしない。何日，あるい
は何カ月か経ったときに，その子が自分で語っ
てくれたら，そこはもちろん一緒に考えますけ
れども，今聞ける問題じゃないんだなというと
ころで，括弧に入れます。「それだったら何も
解決にならないんじゃないか」，「ちゃんと問題

を解決して分析しないといけないのでは」とい
う見方もあると思います。もちろん，それも一
つの大事な見方かと思うのです。
　ここで一つ事例を挙げておきます。私が出
会った不登校の中３の女の子がいるのですが，
まずお母さんの相談を受けました。お母さんの
お話では，部活の人間関係がこじれて，嫌な目
を経験して不登校になったということでした。
なので，部活の人間関係が原因なんだなという
のは頭の隅っこに置いて，実際その子に会って
みたんです。私がさらっと「何かしんどいこと
があったんかな」と聞いたのですが，その子自
身の口からは部活のことは一切語られなかった
んです。あまり聞いてもしんどいかなと思って，
その子にどんなことが好きなのか聞いたら，当
時流行っていたK-POP。韓国の歌手がその子は
大好きで，そのお話がずいぶん出てきました。
半分ぐらいはK-POPの話です。「誰それがいい」
とか，「こんな歌があるんだよ」とか，一緒に
二人で聞いたり，雑誌を見たりしたこともあり
ます。だいたい週に１回相談室に来てくれて，
お話をするという関係が続いていたんですが，
半分がK-POPの話，そして，あとの半分は，そ
の子は中３でしたから，来年の進学先ですね。
これから進路をどうするという，すごく現実的
なお話をしていました。そういうかたちで毎週
お会いして，ほとんどその二つの話で１年間来
たんです。何も原因とか，問題解決には至らな
かったと思います。自分の中でも，あのことは
どうなったかなと思いながらも，その子自身は
来年度行く学校を決めて，４月から新しい学校
で再スタートしようというところで，最後の回
となりました。もう来週卒業式，今日で最後や
ねというときに，その子と１年間の総まとめを
しました。「こんな話をしてきたね」，「４月か
らは高校生だね」と話して，「もうこれでさよ
ならだね」と。本当に最後の最後のときに，そ
の子がぽろっと一言，「先生，人間関係って難
しいですよね」と言って，そして帰っていった
んですね。ここで出たかという。たぶん，その
子にしたら，人間関係のしんどさというのが，
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不登校のスタートラインにあって，それをずっ
と抱えてきたんだと思うんです。でも，そこは
あえて出さなかったんですね。そして，最後の
最後，つまり，そこで言っても私は何も掘り下
げられないし，そこから話は展開できないんで
すね。でも，最後の最後で，「人間関係は難し
いですね」と言って，その子は卒業していきま
した。問題解決には至らなかったけれども，そ
れを自分の心の中にしっかりと抱えながら次の
新しい生活に巣立っていくという在り方もあり
なんだなというのを学ばせてもらいました。そ
の子は，夏休みに，何かの合宿で，どこかの山
の中に来ていますという，簡単なはがきをくれ
たので，たぶん高校に行ってからは頑張って，
休まずに行っているのが分かりました。
　不登校の理由は分かった方がもちろんいいし，
解決できたらそれはそれで大事なことです。で
も，理由が分からないと進めないとか，理由を
明らかにしないと何も動かないとか，そんなこ
ともないかなということ，さらには答えたくな
い，考えたくない，言葉にならないというとき
に，その理由を何度も何度も聞いてしまうと，
聞かれた方にしたら，少ししんどい状態になる
こともいうのが最初に話したかったことです。
　『14歳』という，千原ジュニアさんが書かれ
た本があります。この方は，不登校をしておら
れたんです。京都のご出身で，割となじみのあ
るタレントさんかと思うのですが，ずっと引き
こもっておられて，お父さんやお母さんともの
すごく壮絶な，家庭内暴力的な展開もありまし
た。そのすごくしんどいさなかのことを，ご自
身で言葉にされているんです。例えば，親御さ
ん，特にお母さんが理由を聞いて，どんどん追
い詰めてしまっているときの記述があります。
そこを上手に切り取れるかどうか分からないの
ですが，読んでみたいと思います。しばらく自
分の部屋に引きこもっていたジュニアさんをお
父さんが引っ張り出してきて，お父さんとお母
さんで説教をする場面です。説教というのは言
い過ぎかもしれないのですが，「教えてくれ」
と話をさせられるところなんですね。少し読ん

でみますね。

　お父さんが座れと言った。お母さんがじっと
僕の顔を見ている。僕は何も話すことはないと
言った。早くこの場から逃げ出したかった。早
く部屋に戻りたかった。お母さんがしゃべり出
した。言葉の一つ一つにすごく気を使いながら。

「なぜ学校に行かないの」，「なぜ部屋から出て
こないの」，「何をしたいの」，「何がしたいの」，

「何をしてるの」，「何ができるの」。僕は何も答
えることはできなかった。ただ目を鋭くして二
人を見つめることしかできなかった。だけどお
母さんの言葉は止まらなかった。そして言葉は
だんだん鋭くなって僕に向かってきた。「もう
限界」，「意味が分からない」，「この家にいるの
が嫌なら出ていけばいい」，「できればそうして
ほしい」，「全寮制の学校」，「変な名前の病院」，

「社会」，「気が狂っている」，「なぜそんなふう
になってしまったの」，「私たちのどこがいけな
かったの」，「なぜ」，「どうして」。お母さん，
違うんだ。僕がしていることはそんなことじゃ
ない。僕はやり方が少し人と違うだけなんだ。
もう少し。もう少し待ってください。

　これは，この子が心の中でつぶやいている言
葉です。言葉には出していないんです。

　声にならないそんな思いで頭の中がいっぱい
になった。もうこれ以上，感情が入るスペース
はない。もう無理だ。だけどお母さんの声は止
まらなかった。そして白髪が増えたお母さんの
目からたくさんの涙が流れ出した。僕はそれを
見た瞬間，頭の中が空っぽになった。「あー」。
僕は言葉にすることができない頭の中いっぱい
の感情で壁に穴を開けた。その感情を手のひら
に握りしめて。それを穴の中にぶち込むように。
お母さんは大きな声を出しながら，さっきより
も速いスピードで涙を流した。

　そういう場面が続くのですが，子どもの気持
ちも分かるし，親の気持ちもすごく分かります。
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どうして，なぜというのは，やっぱり聞きたい
ですよね。親として心配だから，何かしてあげ
たいから，何かこの子のためにできることが
あったらというので聞いているわけですが，子
どもからすると，それに対して答えが出ない。
自分でも分からないというのが正解だと思うん
ですね。自分でもどう言っていいか，自分にも
説明できない。それを人に言えと言われても無
理なんだよという，もうちょっと待ってくださ
いという，そういう思いがすごく出ている本だ
なと。全編を通して，ジュニアさんの追い詰め
られていく状況というのが，ものすごくリアル
に書かれている本だなと思いました。追い詰め
られていく子どもたち，それをしちゃいけない
と分かっているのに言ってしまう親御さんの気
持ち，その両方がすごく重く，でも，かつ正し
くというか，本当にリアルに書かれた内容だと
思いましたので，今日はちょっと紹介してみま
した。学校に行く，行かない。それを支える。
子どもたちもしんどいし，そのそばで，何とか
したいけど，どうにもならないという親御さん
の気持ちも大変な状況だというのを，最初にお
話しさせてもらいました。
　次に，『行けないことによるストレス』とい
うことで，子どもたちの気持ちというのを少し，
お話ししてみたいと思います。まず，学校に行っ
ていないという自分の状況に対して，すごく自
己否定になってしまう子たちが多いと思います。
面談をしていても，「どうせ僕なんかに」とか，

「私なんかに行ける学校はないです」とか，「い
ま行っていないんだから，高校に行ってもどう
せ駄目だ」とか，そんなふうに，「どうせ」とか，

「私なんかに」と，すごく自分のことを否定し
た言い方をする子が多いなと思います。何もそ
の子は悪いことをしていないんです。他の子と
比べて，学校に行っていないというだけなのに，
ここまで自分のことを低く，あるいは否定した
言い方をしてしまうというのは，すごく辛い状
況だというのを，まず１点感じます。その結果，
周りの人たち，特に親御さんの一言一句に過剰
反応をしてしまう子も多いと思います。そこに

は，親御さんが大切だから，親が大好きだから
見捨てられたくない。親に嫌われたくないとい
う気持ちがある。例えば，私が思い出す子ども
の言葉として，「家にいてしんどいことがある
んだ」と言うので，「何がしんどいの」と聞い
たら，「お母さんのため息です」と言ったこと
です。たぶん，お母さんはその子のそばで，た
め息をつこうと思ってついたわけじゃないと思
うんです。でも，その子にしたら，「きっとお
母さん，僕が不登校だから，お母さんは苦労し
て，あんなふうに，ため息をつくんだな」と。「お
母さんを苦しめているのは僕だな」と，自分の
不登校のせいだというかたちで，そのため息を
受け止めてしまうことが多いんじゃないかなと
思います。だからといって，ため息に気を付け
ましょうというわけではないのですが，自分が
休んでいるせいで周りが苦労しているに違いな
いとか，何か自分が休んでいることをすごく必
要以上に受け止めてしまう，考えてしまう子が
多いんじゃないかと思います。それは，ある意
味お母さんを苦しませたくないという気持ちと
か，お母さんに見捨てられたくないとか，そん
な気持ちかもしれないですね。「家でお母さん
がピシャンと戸を締めたのが，すごくつらかっ
た」というのを話した子もいました。たぶんそ
れも，お母さんは当て付けで締めたんじゃない
と思うんです。時々勢い余って戸がピシャンと
締まることがあると思うのですが，そういうと
きにその子は，自分のことをお母さんは怒って
いるんだ，自分が休んでいるから，お母さんは
きっと僕のことが嫌いなんだと感じたというこ
とです。それは客観的に見たら，そんなのは思
い過ごしだと，そこまで考えなくてもいいのに
と私たちは思うのですが，子どもからすると，
それだけ親が大好きだから，親に嫌われたくな
いから，あるいは，親に苦労を掛けたくないか
らという気持ちも裏側にはきっとあるんだろう
なと思います。
　そういう状態から一歩踏み出すのは，すごく
勇気が要るわけなのですが，その一歩踏み出す
ときのエピソードが「母の肩の線」というエピ
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ソードです。これも，子どもとお母さんの気持
ち，感情というのが分かっていただけるかなと
いうので，簡単にご紹介したいと思います。中
学校３年生の女の子で，中１ぐらいから不登校
だったかな。もう２年越しぐらいで学校に行け
ていなかった子です。その子は，学校には行け
ていなかったのですが，相談室には来てくれて，
時々お話を聞くという状況で進んでいました。
中３になって，進路のこともあるし，「学校に
行きたい」，「行かないと…」という気持ちにな
りかけていました。あるとき，気持ちを固めて
来週から行こうと決心をして，お母さんに「私
来週から学校に行こうと思うねん」と打ち明け
たそうなんです。お母さんも，少しほっとされ
ますよね。ようやく動き出す力が付いてきたか
な，じゃあ一緒に準備をしようと言って，かば
んを用意して，教科書を詰めて，制服も準備し
ました。月曜の朝，その子は用意してあった制
服を身に付けて，かばんを持って，二階の自分
の部屋を出るんです。階段を下りてきたら，お
母さんの背中が見えた。そのお母さんの背中の
肩の線が上がっていたという話をしたんです。
分かりますか。肩の線が上がるって。いつも，
その子は不登校で学校に行っていなかったわけ
ですね。そして，だいたい10時とか11時とか，
もうみんなが仕事とか学校に行っちゃった，遅
い時間に起きてきます。お母さんは，みんなを
送り出して，もしかしたらもう一仕事を終えて，
ほっとして新聞でも読んでおられたのかもしれ
ません。でも，その子の目には，そのときのお
母さんの姿が，肩の線が下がって見えたんです。
いつも，私が休んでいるときは，お母さんはしょ
んぼりしている。肩の線が下がっている。でも，
今日は私が学校に行くと言ったので，お母さん
は頑張って朝ご飯をつくってくれていたのかも
しれないし，お弁当をつくっておられたのかも
しれないけれども，その子の目には肩の線がす
ごくぴいんと上がって，お母さんが元気に見え
たんでしょうね。それで，お母さんは今日は肩
の線が上がっている。その子の心が元気な状態
だったら，「お母さん元気そうだ，喜んでくれ

ている。じゃあ，頑張って行こう」と思えたと
思うんです。でも，その子は結構いっぱいいっ
ぱいだったんです。学校に行くと言ったから，
行かないといけない。でも，すごく不安で不安
で，行けるかな…という状態だったので，お母
さんの肩の線を見てどう思ったかというと，お
母さんの肩の線が今日は上がっている。お母さ
んは，私が学校に行くと言ったら喜んでくれる。
お母さんは，学校に行く私のことを愛してくれ
る。でも，学校に行かない，学校に行けない私
のことは愛してくれないのかもしれない…と考
えちゃって，その日は学校に行けなかったとい
う報告だったんです。
　つまり，自分が学校に行ったら周りは喜んで
くれて，そういう私は愛される。でも，学校に
行かない私のことは誰も愛してくれない。そう
いう気持ちになっちゃったということなんです
ね。私はそれを聞いたときに，そんなふうに受
け取るんだと思うと同時に，親御さんとしても
難しいなというのをすごく実感しました。いつ
も，肩の線に気を付けましょうということはで
きないですもんね。肩の線は，自然に背中に表
われる感情ですから，自分では意識できない部
分だと思うんです。見えない部分ですよね。だ
から，そこに気を付けることはできないんだけ
れども，そのエピソードを通して，不登校の子
どもさんを抱える親御さんに伝えたいと思うの
は，そんなふうに受け取ってしまう子どもが結
構いますということなんです。だから，カラ元
気でもいいので，学校に行くあなたももちろん
好きだけれども，学校に行けないあなたも大好
きなんだよという思いを何かのかたちで伝える
ことができると，子どもはほっとするかなとい
うことです。
　子どもたちは，行ける私はオーケー，行けな
い自分は駄目というふうに，周りがそう言って
いなくても，自分自身にそういう足かせをして
考えてしまうことがありますね。だから，学校
に行く，行かないにかかわらず，あなたのこと
が大好きだよ，愛しているんだよというのを，
できたら親御さんからのメッセージとしては伝
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えてほしいなということを，よく親の会とかで
申し上げます。ただ，それはすごく難しいこと
だと分かって申し上げています。子どもが行か
ないとき，親としては行ってほしいです。それ
が本音です。そういう状態で，行かなくてもい
いよとか，行かないあなたも大好きだよという
のを本心から言うというのは，いろんなところ
を越えた後だったら言えるかもしれませんが，
簡単なことではないというのは分かっています。
分かっているのですが，やっぱり子どもたちか
らしたら，そういう言葉が欲しいんですね。親
から学校に行く，行かないに限らず，あなたの
ことが大好きだよというね。その言葉ずばり
じゃなくてもいいので，何かそういった思い，
学校に行く，行かないだけじゃないんだなと。
こういう自分も自分なんだな，親には愛しても
らえるんだなというところが，何かのかたちで
伝わると，子どもたちは，ほっとすると思いま
す。学校に行っていない，行けていないという
だけで，自分のことも否定してしまいますし，
周りの反応も，そこから読み取ってしまう。過
剰に周りの反応を，そういうところに引っかけ
てよんでしまう。そして，さらに自分のことを
つらくしてしまうことがあるというところをお
話しさせてもらいました。
　では，どのように対応したらいいのかという
ことですが，まずは親御さんが子どもたちの気
持ちをしっかり受け止めてもらって，理解して
もらうことが大事だというのは一般論で思うの
ですが。さっきから申し上げていますように，
子どもが学校に行っていないという状況の中で，
親御さん自身が冷静に子どものことを理解しよ
うとか，子どもの気持ちをしっかり聞こうとい
うのは，簡単ではないと思うんです。私自身も，
いま思春期真っただ中の子どもがいますが，
やっぱり子どもの気持ちを親が冷静に聞くとい
うのは簡単ではないと日々実感しています。だ
から，親御さん自身が全部それをしなくても，
代わりにしてくれる人，親だけではなくて，別
の人が，その役をしてくださってもいいと思う
のですが。できるならば親御さんがちょっと腰

を据えて，この子はこの子の人生だなとか，こ
の子の生き方があるよなとか，そういうところ
で少し腰を据えて，その子の言葉を受け止めて
くださることができれば，子どもたちはすごく
ほっとするし，安心できるかなと思うんです。
　私は，年に何回か不登校経験をした高校生た
ちの話を聞くというシンポジウムに出させてい
ただいています。そこで，自分が不登校だった
ときに，親にどんなふうに言ってほしかったか，
あるいはどんなことを言われるのがつらかった
かというのを聞いています。渦中にいるときは
なかなかそれが言えないし，理由も説明できな
いけれども，一山越えたときには，それを言葉
にできるようになることが多いんですね。みん
な割と冷静に，その当時のことを話してくれる
のですが，親御さんにどうしてほしかったかと
尋ねて，よく出てくる言葉を書いてみました。

「訊かれる」よりも「聴いてほしい」「わかって
ほしい」。この言偏の「訊く」というのは，尋
ねるという意味ですね。「どうして学校に行か
ないの」とか，「何かあったの」とか，そうい
うのをあれやこれやと訊かれる，訊き出す，問
いただされる。一方，この耳偏の「聴く」は，
気持ちを受け止める聞き方ですよね。言葉面で
はなく，自分の気持ち，学校に行くのがしんど
いねんという。「何でなの」ではなくて，「しん
どいんだ」という，そこをしっかりと聴いてほ
しい，分かってほしい。でも，じゃあその子に

「分かってもらうようにしゃべった？」と言っ
たら，「いや，しゃべらなかった」と，たいて
いの子は言います。分かるようにしゃべってい
ないんですね。だから，親に分かってよと言っ
ても，それだったら分かるようにしゃべってく
れたらいいのですが，渦中にいるときは言葉に
はできなかった。でも，分かってほしかったと
いう，それが本音なんだろうと思います。
　「そっとしておいてほしかった」というのも，
よく聞きます。そっとしておくというのも難し
いことですよね。もちろん，「学校はどうするの」
とか，「明日どうする」とか，そんなことを言っ
ちゃいけないというのもあると思うんですが，
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そっとしておいて。これは，何もしないとは違
うんです。何もしないで，本当にほっとくとい
うのとは違うんです。そこがすごく難しくて，
何もされないと，お母さんはもう僕のことを見
捨てたのかなとか，お母さんに自分は無視され
ている，諦められたのかなと逆に不安になった
りすることもあって，何もしないとちょっと違
うんです。微妙ですよね。
　それから，「いつも通りにしてほしかった」，

「普通でいてほしかった」もよく不登校経験の
ある子が言う言葉です。「いつも通り」が一番
難しいですよね。学校に行っていないという状
況が，お母さんからしたら普通じゃないんです
と。そういうときに，「いつも通りと言われても，
そんなん絶対に分かりません」と言われること
が多々あります。ある高校生の女の子が，お母
さんに言ってもらってうれしかった言葉として
紹介してくれたエピソードなのですが，その子
は不登校をして，お家にこもっている。寒い冬
の日にお母さんが「うどん食べや」と言ってく
れた。それがすごくうれしかったと言っていま
した。どの子に対しても「うどん食べや」がい
いんじゃなくて，たぶんその子は，そのときに
何かお母さんのさりげない愛情とかを感じたん
ですね。学校のことではなくて，何か自分のこ
とを，体のことを心配してくれて，温かいおう
どんを作ってくれて，「食べや」と言ってくれた。
それが，そのときのその子の心にはすごく響い
たんだろうなということが分かりました。特別
な言葉じゃないんです。何か特別な言葉じゃな
くて，むしろ普段通りの言葉。でも，なかなか
普段通りじゃないから，普段通りに言えない言
葉なんですね。親の気持ちにも余裕がないと，
そういうさりげない言葉は出てこないですね。
どっちもが緊迫して，追い詰められたときとい
うのは，声に緊張感が走りますよね。平気なよ
うに見せていても，やっぱりそういう緊張感は
伝わっちゃいます。このときの「うどん食べや」
には，きっとお母さんの緊張感とか，心配とか，
そういうのを越えて，何かお母さんの気持ちが，
その子の心にすっと入ってきたんだと思うんで

す。
　では，親として子どもの気持ちをどう支えた
らいいのかということなんですが，これも体験
談から幾つか聞いてみたのですが，両極端です。
例えば一つ目，親御さんに言われてうれしかっ
たこと。「休め」と言ってくれたのがありがた
かった。これは，多いです。しんどくて，もう
だいたい初期のころは，親御さんも不登校とい
う状態を受け止められなくて，何とかして学校
に行かせたいと思われます。それで，車に積ん
で学校まで連れて行ったり，脅したり，𠮟𠮟𠮟𠮟
けて学校に行かせるということが結構初期のこ
ろはあります。でも，どこかで親御さんの中で，
そんなことをしてもしようがないんだな，この
子は今行くのがしんどいんだなということが分
かったときに，「今日はもう行かなくてもいい
よ，そんなにしんどいんだったら休んだら」と
言ってくれた。それがありがたかったというこ
とです。これは，比較的多くの子たちが言いま
す。
　一方，少数派かもしれないのですが，自分が
休んでいたときに，親御さんが背中を押してく
れたから，長期に休まずに済んだ，学校に行く
気になったという子もいるんですね。難しいで
すよね。休んでもいいよと言った方がいいのか，
ちょっと頑張って行こうやと背中を押した方が
いいのか。でも，これも二者択一ではないです
よね。その子の状況によっても変わると思いま
すし，昨日はこうだったけど，今日はこうだと
いうことかもしれない。あるいは，言い方にも
よるかもしれませんね。言葉面だけで書いたと
きには分からないですが，言っているときの親
の言葉に含まれているとげの強さとか，心配し
た様子とか，そういうものによっても子どもは
微妙に親の気持ちを読みますので，言葉ではこ
う言っているけど，本音はこうだろうなとか，
こんなふうに言いながら，実はこう思っている
に違いないみたいな感じで，深読みをすること
もあったりして，子どもはその辺を結構敏感に
察知します。いろんな要因によって変わるので
すが，休めと言われてほっとする子もいるし，
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ちょっと背中を押してもらって，動き出してよ
かったという子も両方いるということです。
　親御さんが心配する，その親が心配している
のが重かった。自分のことを心配してくれてい
る。親が横で悲しんでくれている。ものすごく
つらそうな顔をしている。そのつらそうな親の
姿が，もう重くてつらくて仕方がなかったとい
う子が一方でいます。でも一方で，親が一緒に
悩んでくれるのがすごくうれしかった。それが，
自分の支えになったという子もいるんですね。
どっちが正解か分からないですよね。子どもの
状況によって，状態によって，あるいは，その
ときの親子関係の在り方によって，親御さんの
気持ちの状態によっても，その言葉の響き方は
変わるんだろうなと思います。そう考えると，
子どもの言い分はさまざまです。その時々の子
どもの気持ちとか，その状態にぴったりの言葉
を投げ掛けてあげるのが，もちろんそれが一番
いいのですが，実際には難しいと思います。実
は，子どもの方も，言ってくれても素直に反応
しにくいということもあるんですね。本当はう
れしいのに，うれしいそぶりを見せないとか，
ちょっと反抗的な感じで，素直に反応できない
こともあります。だから，そこの言葉の投げ掛
け方は難しいのですが，一つ言えることは，親
子である限り必ずフォローのチャンスはあると
思っています。１回言った言葉で，掛けた言葉
でそれがまずかったとしても，それで一生親子
の縁が切れるということはないです。なので，
この言葉がいいか悪いかではなくて，いま考え
てこれを言おうと。いまがチャンスだなと思っ
て言ってみた。言ってみた言葉がいいか悪いか
は，子どもの反応によって，ある程度分かりま
す。学校を休んでいても，先が大変だから，そ
ろそろフリースクールでも探すかとかというこ
とが，もしかしたら，ある子は「自分もそう思っ
ててん」と言うかもしれないし，「いやいや，
そんなん，今はそれどころじゃない」と思って
いるかもしれないし。そういう言葉が，もしい
い状態だったら，その子にとってプラスの状態
だったら，きっとその子はそのときには「あ，

いいね」と言うことはないにしても，後から自
分でフリースクールを調べてみたり，何らかの
反応をしてくるかもしれないですね。でも，本
当にいまそのお題は嫌やねん，いま聞きたくな
いねんということだったら，表情が変わったり，
顔が急に曇ったり，そういうことが分かること
もあります。だから，何の言葉がいいか悪いか
というのは，そんなに絶対的な基準はないので
すが，親子だから，いったん掛けた言葉が，そ
こでもう絶対にこの子との関係を切るというぐ
らいに決定的なことにはならないし，必ずフォ
ローのチャンスは巡ってきます。だから，これ
を言っちゃいけないと押さえ込むよりかは，そ
の子がどんな反応をするのか，そこをしっかり
見ていただいて，それによって，この言葉は
ちょっとまだ早かったなとか，この言い方は今
は駄目なんだなとか，そういったものを，その
子の反応から読んでいただくというのも一つだ
と思っています。ある意味難しいし，めんどく
さいという感じはあるかもしれませんが，それ
ぐらい子どもたちの揺れというか，特に親御さ
んの言葉には敏感に反応したり，必要以上に過
敏に構えてしまうということが，子どもたち側
にあると思います。
　次に，学校復帰のことも少しお話ししたいと
思います。子どもたちが引きこもった状態から
学校に戻るときというのは，そんなに簡単に，
すぐに教室にホイと戻れるわけではなくて，準
備状態として別室登校とか，放課後登校などを
学校側で取っていただくこともあると思います。
でも，やっぱり，教室に入ることはものすごく
不安がありますよね。最初から大人数の中に入
るのはしんどい。だから，最初はちょっと足慣
らしに，教室ではないところで練習する。場合
によったら，さっき言いましたように直学校で
はなくて，適応指導教室とか，フリースクール
とか，どこかの相談室とか，そういうところで
１対１の関係とか，小さな集団の中で練習をし
て，それから学校という手順を踏んでいただく
方が案外スムーズにいく。時間がかかる，遠回
りのように見えながらも，案外確実に進んでい
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けるという子も中にはいます。
　それと，もう一つは，やっぱり進路のこと。
これも，特に中学校３年生ぐらいになったら重
要なテーマになっていくんじゃないかなと思い
ます。どうせ僕なんて行ける学校がないですと
か，いま学校に行けていないんだから，高校な
んてどうでもいいとか，そんなふうにすごく投
げやりな感じで言う子もいると思います。でも，
私が出会ってきた子たちを全部総合して考えた
ときに，本心からもう学校なんてどうでもいい
ですと言える子は，むしろ少ないんじゃないか，
心の中では「楽しい学校があるんだったら行き
たい」，「自分に合う学校があるんだったら，そ
こに行きたい」，「自分も周りの子と同じように
楽しい高校生生活を送りたい」という方が本音
かなと思います。ただ，それが言えないんです。
なぜ言えないかというと，もし自分が学校に行
きたいと言っても，今こんな状態，学校に行け
ていないから，もしかしたら高校に行っても，
行けないかもしれない。あるいは，今学校に行っ
ていないんだから，勉強もできていないし，自
分が受けて通る学校なんてないのかもしれない。
そういった不安から，もうどうせ僕なんて行け
る学校はない。高校は行かなくてもいいと言い
切っている子もいます。だから，ある意味，そ
の子の言葉の上だけの，行くとか行かない，高
校はどうでもいいとか，そういう言葉を信じ切
らないというのも大事だと思っています。
　進路については，レジュメに書きましたよう
に，過不足ない情報とは何ぞやと言ったら難し
いのですが，その子が欲しいであろう情報をさ
りげなく伝えるということが，コツだと思って
います。進路に関する情報を子どもにさりげな
く，押しつけがましくなく伝える。これは，ど
ういうことかというと，あるお父さんとお話し
ているときに，そのお父さんが教えてくださっ
たのですが，うちの息子は中学校３年生で，進
路のことが親としては気になっていますと。子
どもの方も，たぶん心配しているんだと思いま
すと。でも，親が「高校はどうするの」とか，「こ
んな高校があるよ」とか，そんなことを言って

も全然聞かないんですとおっしゃっていたんで
す。でも，できたら，その子に合った高校が見
つかるといいですよねというので，一緒に高校
探しをしました。学校のパンフレットをお父さ
んが自ら先にいろいろ集めて，これを見せたい
なと。でも，見ないだろうなとお父さんもおっ
しゃっていました。あるとき，お父さんがうれ
しそうな顔をして相談室に来られて報告された
のが，あのパンフレットを子どもがいつも使っ
ているパソコンの横に置いといたと。そうした
ら，子どもの方が，親がいないときに，それを
ぱっと見たみたいで，自分でパソコンで，その
学校のことを調べていました。パソコンの履歴
を見たら分かるので，そこで調べているという
のが分かったんですという報告をしてくださっ
たんです。つまり，親が「見いや」と，「これ
はどうや」と言って，素直に見る子はまずいな
いです。さっき言ったように，いろんな思いが
あるからなんですね。もちろん，親に対する何
か思春期特有の反抗期もあるかもしれませんし，
そんなものをうれしそうに見たら，どうせおま
えには行けないよという声がどこかから聞こえ
てきそうなので，そういうものを素直に喜んで
見たくないという気持ちもある。でも，半面で
自分もできたら高校に行きたいなという気持ち
がある。どんな高校があるか心配だから，そう
いう情報を聞きたい。そういうときに，押しつ
けがましくなく，さりげなくそういう情報が
あったら，自分の好きなときに見て，自分で探
すことができる。だから，それはありがたかっ
たという話です。そういう意味では，子どもた
ちが自分の気持ちで，そのときのタイミングで
見られるような状況で，情報を差し出すことが
できたら一番いいなと思っています。
　ただ，そうは言ってもなかなか不登校の子は
動かないです。親が焦っても，なかなか動かな
い。そういうときに，よく親御さんに申し上げ
るのは，じゃあ親御さんからまず動くというの
もありかなと提案させていただくんです。学校
の説明会とか，オープンスクールとかに，親御
さんがまず行かれて，情報を聞いてくる。それ
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で，子どもにお話しするでもいいし，あるいは
見てきたパンフレットを，さりげなく置いてお
くというのもありかなと。「これはどうや」，「行
きや」と，上から言われるのはすごく嫌なんで
す。受けても駄目かもしれないという不安もい
ろいろあって，素直には動かないですが，どこ
かで自分に合う学校があるんだったらと思って
いますので，親から動くというのも一つです。
でも，最終決定は，やっぱり子どものフィーリ
ングだと思っています。子どもさんが実際に足
を運んで，その学校の空気に触れる。その学校
の雰囲気を見て，ここだったら行けるかな，こ
こだったら自分の感じにも合うかな，無理をせ
ずに，背伸びをせずに，ここだったら過ごせる
かなという感覚を，子どもさん自らがキャッチ
するのが大切だと思っています。
　不登校経験者が語るシンポジウムで，最終的
に高校にめぐり会った子に，「何で学校に行く
気になったの」と聞くことがあります。例えば，
ある女の子は，中学３年生のときに家でテレビ
を見ていたら，自分の好きなアイドルがテレビ
で自分の大学生活の話をしていた。たぶん，嵐
の櫻井君だったと思うんですが，大学時代こん
なんで楽しかったという話をしていた。それを
聞いたときに，その子は櫻井君も大学時代はよ
かったんだな，私も大学に行きたいな，大学に
行くんだったら高校に行かなあかんよな，高校
に行くんだったら今こんなことをしていたら…，
というふうになって，そこで何かスイッチが入
りましたという子がいました。じゃあ櫻井君を
いつも見せたらいいかと，どの子にもそれが効
くわけじゃないんですよね。たぶん，その女の
子は，そのときまでに自分もどうしよう，これ
から先どうしようというのを紆余曲折しながら
悩んでいる状態があって，そんな時にそういう
情報が入ってきた。それで，このままじゃいけ
ないな，いま動かないと駄目だな，自分が動か
ないと変わらないよなというのが分かってス
イッチが入ったということなんですね。だから，
いつも誰でもそれを見たらスイッチが入るとい
うものではありません。本当にしんどい状況を

過ごしたときに，どんどん底に落ちていって，
底に足が着いて，ふっと上がるときの，あの瞬
間の感じですかね。もう苦しい苦しい，これ以
上行ったらおぼれると。でも，そこで底に足が
着いて，ふっと上がっていくという，そういう
タイミングを経験する子がいます。なかなか難
しいですけれどもね。何がチャンスになるか，
何がきっかけになるかは，はっきり決まってい
ないし分からない。でも，種まきは要ると思っ
ています。何も種をまいていなかったらヒット
しないですからね。駄目元でもいいので，そう
いう情報を子どもたちに投げておく。しかも，
強制ではなくて，その子が見たいときに，さり
げなく見えるようなかたちで情報を投げておく，
投げ続ける，駄目元で種を植え続けるというこ
とが，周りの人には必要になってくるのかなと
思ったりします。最終的にその子どもが自分の
目で見て，この学校だったらと思えるいい学校
に出会えるのが一番です。その子なりに，ここ
だったらとか，自分でも大丈夫，私はここに行
けるなという決め手になるようなものと出会え
れば，子どもたちは動き出せると思っています。
　ただ，高校に行けたら子どもたちはもうそれ
で万歳なのかというと，決してそうではないと
いうのを，不登校のシンポジウムで出会った高
校３年生の男の子のエピソードからご紹介した
いと思います。その子は，中学校はずっと不登
校でした。オープンキャンパスに行った高校に
不登校の子が結構いて，先輩の話を聞いて，自
分もこんな高校生活をしたいと思ってその学校
に行き出しました。高校に入ってからは１日も
休まず，２年生の後半から生徒会にも入り，高
３で生徒会長になったという子でした。それだ
けを聞いたら，中学校に１日も行っていなくて
も，自分でこの学校と思ったら毎日朝から休ま
ずに来られるというのもすごいし，高校に来て
から生徒会もやって，生徒会長もしているって，
ものすごい希望の星だなという感じで，私も，
シンポジウムに参加していた親御さん達も，そ
の子の話に聞きいっていたんです。その子は，
自分が今頑張っている話をしてくれた後に，「で
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も，自分の気持ちはまだ，まだらです」と言っ
たんです。最初，まだらってどういうことか分
からなかったので，「まだらってどういう意
味？」と聞いたら，「まだ自分の気持ちの中には，
あの行けなかったときの自分に，いつ戻るか分
からないという不安はあります」と言ったんで
す。それを聞いて，ちょっと私はびっくりしま
した。もう学校に来出してから２年以上たって
います。それで，１日も休んでいない，生徒会
長もしていますというところだけを聞いたら，
もうエリートのような，もう優等生そのもので，
頑張っているお手本のような男の子なのです。
でも，心の中は真っ白じゃない。真っ黒な状態
は脱した。でも，いつまた黒に戻るか分からな
いという，まだらなんですということです。そ
の言葉を聞いたときに，私は自分のスクールカ
ウンセラーとしてのやり方も，少し反省しない
といけないと思いました。
　不登校の子が学級に復帰して，学校に通える
ようになりますよね。すると，スクールカウン
セラーとしたら，最初は，１週間ぐらい教室の
後ろの方から大丈夫かな，今日は来ているかな，
友だちはできたかなとか，先生にも尋ねながら
様子を見ます。１カ月ぐらいたったら，もうそ
ろそろいけるだろうというので，私なんかは，
すうっとなるべく引くようにしていました。と
いうのは，あまりカウンセラーがちょろちょろ
するのもよくないですよね。その子にとったら，
もう忘れたい過去かもしれない。不登校である
ことは，もう消したい過去かもしれない。だか
ら，あまりカウンセラーが横からちょろちょろ
して，「大丈夫」と聞くのはよくない。これは，
もちろんそうなのですが，２年以上たっても，
まだまだらやとしたら，１カ月ぐらいでは，ま
だまだまだらですよね。そういうときに，周り
がいろいろ気にして，「大丈夫か」とか，「無理
しなや」と優しい声を掛けてくれている間は，
まだ支えられるんですが，周りが安心して，一
度に引いてしまったら，もしかして心細くなっ
ていたんじゃないかなと。私の方は，気遣いも
あって引いたけど，この子にしたら，みんなが

一遍に引いたら，やっぱり心細くなったり，大
丈夫かなと不安になったりすることもあったか
もしれないなというのを考えさせられた言葉で
した。だからと言って，いつまでも「大丈夫か」
と，「無理しなや」と，そばで言い続け過ぎる
のもよくないでしょうね。だいたいしばらくの
間は，そのしばらくというのは，その子によっ
ても長さは変わると思うんですが，来始めて周
りが安心して，でも，その子にしたら，みんな
が引いてしまって自分が一人になって大丈夫か
なと不安にならない程度にはフォローが必要な
のだというところを，そのまだらの言葉から学
ばせてもらいました。
　あと，高校がゴールではないですよね。不登
校のゴールは，文科省は「社会的自立」という
言葉で語っています。社会で一人の人間として
生きていく。それは，不登校である，ないに限
らずですが，子どもたちの教育の最初のゴール
として社会的な自立というのを挙げることが多
いです。なので，高校に入ることがゴールでは
ないんですが，現在，不登校経験者の高校進学
率は，ものすごく上がってきています。不登校
じゃない子は，もう100％に近い子たちが，高
校に進学するようになっています。不登校の子
も，一時は行ける高校は定時制だとか，そうい
う学校に限るみたいな時代もありましたが，今
は，高校のタイプが多様化して，いろんな選択
肢が目の前に展開されるようになってきました。
だから，高校の進学率も，不登校をしていない
子に比べたら若干落ちますが，上がってきてい
ます。かつ，中退率は，その半面で下がってき
ています。だから，不登校の子が高校につながっ
て，高校を卒業する率は，かなり上がっていま
す。もう少し詳しく言いますと，中退は減った
のですが，中退の陰に隠れている転学はあるん
です。この学校を辞めて，ほかの学校に行く。
その子たちは中退にならないんです。そう考え
て見たときに，高校生の不登校経験者の中には，
いったん進んだ学校を辞めて，他の学校に進学
する子も実は結構います。私は，高校に入って
からの進路の選び直しもありかなと思っていま
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す。全日制はしんどい。でも，途中でそこから
中退するのではなくて，じゃあ昼間も行ける定
時制に行こうかとか，あるいは全日に近いかた
ちでやっている通信制もあるから，そこに籍を
置こうかとか，いやいや，毎日通うのがしんど
かったら，本当に通信制のかたちでサポートを
受けながら高校卒業を狙おうかとか，場合に
よったら高卒認定という試験もありますから，
多少サポート校とかでレポートのサポートをし
てもらいながら高卒認定試験を受けて，高卒の
資格を取っていくというのもありですね。そう
考えたら，高校がゴールではないし，いろいろ
多様化した新しいタイプの高校が増えている。
そういう選び直しが，すごくしやすくなってい
る時代でもあるというのを感じています。高校
進学はすごく重要だし，大事なことだし，難し
いことなんだけれども，そこで最終決定という
わけじゃないから，入ってからの選び直しとか，
高校はスキップして，高卒認定で大学に行くと
いう方法もありだと思っています。そう考えた
ら，いろんなパターンがあると思いますので，
そういう意味では進路選択や進路指導は大事だ
けれども，これがもう最後だとか，あまり思い
詰めて考える必要もないかなと感じています。

（第２部）
　前半は，子どもたちとか親御さんとかのこと，
それから進路のことのお話をしてきたのですが，
後半はデータを紹介しながら話をしたいと思っ
ています。
　ここに紹介させてもらったデータですが，ず
いぶん前になりますが，文科省が2003年に出し
たデータです。まずどうしてこの調査をし，そ
れを私が担当することになったかという経緯を
簡単に申し上げます。文科省が2002年の９月か
ら半年間で15回，「不登校問題に関する調査研
究協力者会議」という，不登校の全体像を把握
し，国としての施策を考えるという会議をもち
ました。私もそのとき委員の末端に入れていた
だきました。施策を打つためには当事者，子ど
もや親の気持ちがどうなのか，そこを明らかに

しないといけないという意見があって，調査す
ることになりました。不登校の子どもたちの追
跡調査というのは，平成５年度に中３だった子
ども，それから平成18年度に中３で不登校して
いた子ども全員に調査をするというのを国は
やっていましたが，親御さんの調査というのが
あまりなかった。そこで，私にその役が回って
きました。全国，不登校の子どもを抱える４千
人の親御さんにアンケート調査をさせていただ
くという，すごくリスクの高い調査でしたが，
各学校とか，それからスクールカウンセラーの
方の協力も得て，４千人に調査をした結果，
3416人の方から回答が得られました。回答率
85％です。これは，国のいろいろな調査結果か
ら見ても，極めて高い回収率であると思います。
私のところにアンケートが全部返ってきて，
データ処理をしました。やはりいろんな意見が
ありました。それだけでも親の気持ちのさまざ
まが分かるなあと思うのです。
　例えば，「自分の子どもが不登校で，すごい
心配で大変なときに，こんなアンケートに答え
ることは辛すぎる」というのを書いてこられて
いる方もいて。「そらそうだ」とは思うんですね。
実際不登校のことについて，いろいろな項目で
聞きましたから，親としたら大変だろうなと，
本当に申し訳ないという気持ちもありました。
一方では便箋を13枚ぐらい追加して「自分の子
ども，今こういう状態なんです」というのを切々
と書いてこられた方もありました。また一方で
は「確かにこういう調査は答えるのは辛い。で
も，あえて頑張って書きます。その代わりに自
分の思いを国に伝えてください」という，そう
いう返答もあって。責任重大だなと感じながら
3416通を開封しました。
　ちょっとこの中身から脱線しますが，その意
見の中に，こんな意見があったんですね。その
アンケートの表題が「不登校問題に関する調査
研究協力者会議からのアンケートのお願い」と
いう表題が付いていたんですけれど，この「不
登校問題」という言葉に対してすごく抵抗を示
され，意見を書かれた方が何人もおられたんで
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す。実はいま思うと，私はそれに対して全く意
識がなくて。「不登校問題」とか「学力問題」，「い
じめ問題」，「格差問題」。いろんな教育問題の
一つとして不登校のことを考えていましたから，

「不登校問題」という言葉に対して，違和感な
く委員になりました。ただ親御さん，当事者の
方がどう書かれたかというと，「不登校問題と
いうように，自分の子のことを“問題”って言
われることに，すごく寂しい，辛い思いを感じ
ます」ということなんですね。そう言われたら，
もっともなんです。自分の子どもが不登校して
いて「不登校問題」，「いかにして不登校をなく
すか」，「不登校をゼロに」と言われたら「何か
自分の子が悪いことをしているように思えてし
まうし，いじめ・不登校と並べて語られたら，
なんかうちの子が悪いんだ，うちの子が学校に
いてはいけないんだと感じてしまいます」とい
う意見だったんですね。私はそれを初めて読ん
だときに，「あっ，そうやな」と本当に正直そ
のときに初めて，その言葉のインパクト，当事
者さんにとってのインパクトを実感したんです
ね。それが１通ではなくて，数は数えていない
のですが，かなりの数の意見があったんです。
そうした意見を国の委員会でフィードバックし
ました。親御さんの中に「不登校問題」という
くくり方，この言葉自体にすごく辛さを感じて
いる人がいる，国は別に“不登校の子が悪い”
というスタンスで書いているわけではないけれ
ども，そこの誤解がないように報告書にはきち
んと説明がいると思いますという意見を言った
んですね。最終的には国の報告書の中に，「不
登校問題というのは，不登校の子ども自体を否
定するのではなくて，不登校になってしまう状
況そのものを教育の問題と考えて，そこを改善
していこうというのが，この会議の意図である」
というのを付け加えていただいたんですね。意
見を書いてくださった親御さんには一つの
フィードバックになったかな，少しは国に伝
わったかなと思いました。この会議があって十
何年かたって，その会議の第２弾がありました。
　私もまた委員の末端に入ったので，よくよく

その依頼を見てみると，そこには「不登校に関
する調査研究協力者会議」という名前になって
いたんですね。国は「不登校問題」という言い
方をやめて，「不登校に関する…」というふう
に変えてくださったんですね。それと同時に，
つい最近報告が出ましたけれども「教育の機会
確保法」という，不登校をしている子どもたち
も多様な教育の機会をしっかりと確保するよう
に国として努めていこうという法律が出された
んです。そこでは，フリースクールなど学校以
外で勉強している子たちの教育を受ける権利と
か，いろんな教育のタイプを国として進めてい
こうという方針が出されました。その報告書の
中にも，「不登校のことを問題と考えない。不
登校の子ども自体，不登校ということを問題と
して考えることはしない」と，はっきりとした
文言が入っていました。ある意味，最初の保護
者調査で寄せてくださった親御さんの言葉が，
こういうかたちで国に返っていくんだな，国を
動かすんだなということが，すごく実感された
出来事でもありました。言った親御さんはたぶ
んそんなに数は多くなかった。それでも十何人
はいらっしゃったと思うんですね。その方々の
思いが国に伝わって，不登校のことを，不登校
は教育問題で，その子たちが悪いんだという印
象は間違っている。そういう捉え方を変えてい
こうという国の姿勢を実感できることが何度か
あったということを，伝えさせていただきまし
た。
　では，その親御さんの調査から分かることな
んですが，表の１をご覧いただけますか。これ
は，自分の子どもが不登校されている保護者の
方に，「学校に対してどんな不満があります
か？」「学校のことをどう評価しますか？」と
いうことを聞いたものです。全部はちょっと
持ってきていませんので，不満と評価に関して
代表的な回答をそこに示してみました。
　まず，不満の方です。「親御さんから見て，
性急に登校を求められるのが辛い」，つまり「学
校どうするの」とか「早くおいで」とか「せか
されるのが辛い」という項目に対して。私は結
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構親御さんに，そういう人が多いのではないか
なあと思っていました。そうしたら，回答を見
ると348人。回答してくださった方の中の約１
割，10人に１人の方が，これに丸を付けておら
れました。10人に１人の方が学校から「登校ど
うする」とか「早くおいで」とか，そういう登
校刺激が辛いと感じておられるということです
よね。もう一つなんですが，「家庭訪問とか連
絡も少なくて，見捨てられたように思う」，つ
まり学校から連絡がないことが不満だという親
御さん。これはどれくらいかなと思って，ふた
を開けましたら，こちらの方がかなり多くて
25％です。つまり，４分の１の人がここに丸を
付けられたんですね。ということは，登校刺激
が嫌，登校刺激を避けたい親御さん以上に連絡
がないのも困る。これ両方とも親の本音ではな
いかなと思うんです。自分の子どもが不登校し
ているときに，あんまり学校，学校と言われる
のも嫌だし，でも，全然連絡がないのは，それ
もまた困る。「うちの子，忘れられているので
はないかな」とか。「もうテストが近いのにテ
ストの範囲も教えてくれない。受けられるかど
うか分からないけれど，せめて範囲ぐらいは教
えてくれてもいいのではないか」とか。いろい
ろ親御さんとしての思いはあると思うんです。
そういうところで，あまり刺激をされても困る
し，でも，忘れられたらもっと困るという，親
御さんの揺れというのが一つ見えてきました。
　評価の方に目を転じると，「教師が相談に乗っ
てくれた」，これがなんと５割です。今日ここ
に学校の先生方もずいぶん来てくださっている
んじゃないかなと思うんですけれど，不登校の
親御さんの話を担任の先生が，あるいは担任で
はなくても学校の先生が聞いてくださって，そ
れが良かったと思っている親御さんが半数です。
では，スクールカウンセラーはどうだったのか
という，スクールカウンセラーも実は項目に
入っていたんですけれど，３割を切っていまし
たね。というのは，この調査をした2002年当時，
スクールカウンセラーは，いまよりは配置数が
少なかったということもあるのでしょうが，そ

れでもやはり先生に比べたら，スクールカウン
セラーは常時いるわけではなく，お母さんから
したら，やはり学校の先生の方が近い。なので，
学校の先生が子どものことを，あるいは親御さ
んの気持ちを聞いてくださるというのは，ずい
ぶん不登校の親御さんにとっては，ありがたい
ことです。一方で，相談活動に関わっています
と「学校の先生にこんなん言われたんです」と
か「学校はこんなことをするんです」とか，逆
に「してくれないんです」とかね，そういうこ
とで，学校の先生への不満を持っている方もも
ちろんいるんです。だから，これが全てという
わけではないのですが，それでも50％，半分の
人が，先生が話を聞いてくれることを評価され
ている。それから，もう一つ。「別室登校など
の措置を取ってくれた」。これも案外高かった
んですね。先程も申しましたが，休んでいた子
が即，教室に復帰するというのは難しい。それ
の前段階として，別室でまずは小さいところで
練習してから教室にという段階が，ずいぶんと
有効だというケースもありますので，それを学
校がしてくれたということが評価されています。
昔，私がスクールカウンセラーをしていた学校
でも，別室登校を考えてくださった先生がい
らっしゃいました。私が話を聞いていた中２の
女の子ですが，その子が学校になかなか来られ
なかったのを，「じゃあ，別室をつくろう」と。
それまでその学校はなかったのですが，別室を
つくって，その子が来やすいようにしようと学
校が考えてくださったんです。私は，それはあ
りがたいなと思いました。この子は，教室はま
だ難しい。でも来られる雰囲気にはなってきた
から，別室があったらありがたいなと思って様
子を見守っていたんですね。そうしたら，学校
はどうしてくださったかというと，その子が来
るための別室を，午前中に設定しようと。ちょっ
と午前中というのがまずかったんですね。不登
校の子にとったら，朝は起きにくいとか来にく
いというのもあって，朝よりは午後の方がよ
かったかなと思うんですけれど，そこはちょっ
と学校の都合もあって午前中に設定してくださ
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いました。かつ，月曜日から金曜日まで時間割
ごとに担当を決めてくださったんですね。月曜
日の１時間目はＡ先生，Ｂ先生は次で，養護教
諭は次で。スクールカウンセラーが来る日は，
この２時間はスクールカウンセラーでと全部
きっちり決めてくださいました。これはすごい
体制を組んでくださったなと思った半面で，
ちょっと大丈夫かなという不安もありました。
本人に先生方から「こんなふうにして学校は迎
える準備があるから，頑張っておいで」と言っ
てくださって。私も頑張って来てほしいなと
思っていたんですが，結果的には全然来られな
かったんです。ある意味，学校の頑張りが裏目
に出てしまったんです。まずかったのは，一つ
は午前中というのがちょっとつらかったかなと
いうのが１点あるのですが，それ以上に，かっ
ちり決め過ぎたかなという。別室というのは，
なんか来たいときに来られて，かっちりしない
中で漂えるような空間が，まずはほしいという
子が多いんですね。そこに先生が必ず付いてく
ださって，１対１で横できちんと見てくれると
いうのは，ありがたいような，ちょっと辛いよ
うなということだったのかもしれないですね。
そういう意味で，その作戦はちょっとうまくい
かなかったんです。別室登校とか放課後登校と
か考えるときにも，学校の熱意だけではうまく
いかないことがあります。この子にとってどう
いう体制がいいのかな，この子は何を望んでい
るのかなと，うまく探りながら，最初はぼんや
りした枠の方が入りやすいのかもしれないです
ね。だんだんその枠を固めていって，最終的に
はちょっとかっちりとなってきたところで教室
に戻れるかなという感じもあるのですが，最初
はぼんやりと，なんか漂えるような空間がある
という方が来やすいのかなと，そのケースから
感じました。
　ここで，またエピソードを幾つか紹介しよう
かと思います。不登校の子どもたちに対応する
ときに，子どもに直接会うのは簡単ではないで
す。学校に来てくれないので。でも，少なくと
も親御さんを支える意味は大きいかなと思って

います。というのは，前半でも申し上げました
ように，親御さんはすごく困っておられます。
心配です。なんとかして学校に行ってほしいな
と思われます。それがちょっと行き過ぎてし
まって，かえって子どもとの関係をこじらせて
しまったりとか，親がいっぱいいっぱいになっ
て破裂してしまって，その余波が子どもに来て
しまうということもあります。まずは親御さん
がどこかでほっとする時間とか，ガス抜きをす
る時間とか，ちょっと気持ちをリフレッシュし
て，子どもと出会い直しができるような，そう
いう気持ちの切り替えが大事だなと思っていま
すので，カウンセラーが親御さんに会うことは，
すごく意味があると思っています。
　それを実感させてくれたエピソードをご紹介
します。中学２年生の男の子。小学校のときか
ら不登校が続いていて，中学校も１日目は行っ
たのですが，２日目から不登校になったという
お子さんでした。学校は，やはりちょっといづ
らいということがあって，途中で隣の学校に転
校されました。その隣の学校にスクールカウン
セラーとしていたのが私で，そこでその子と私
が出会いました。転校したからといってすぐ来
られるというわけではないけれども，環境を変
えたらなんとかなるかなと親御さんも必死だっ
たんです。１日目は頑張って来ました。やはり
２日目から来られなかったんですね。親御さん
としたら，考えて決心してやったけれども来ら
れなかったというので，ちょっと落ち込まれた
んですが，すぐに気持ちを切り替えて，私のと
ころに相談に来られました。その後，だいたい
週に１回ぐらいのペースで，親御さんが相談に
来るということが始まったんですね。その親御
さん，ちょっと体にもご不自由があったのです
が，毎週頑張って，決まった時間，決まった曜
日にお約束をして来られ３カ月くらいたちまし
た。親御さんともそこそこいい関係ができて，
いろいろお話ができていたころのことです。　
その子も不登校歴が長かったし，その子自身も，

「このままではいけない」と思ったと思うんで
すね。もう２学期が始まって，これから頑張っ
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て学校に行こうと，たぶん本人なりに思ったと
思うんです。あるとき，「来週から学校に行こう」
と決心をして，「僕，来週から頑張って行くわ」
と親御さんに言いました。やはり親御さんは，
それにちょっとほっとされて，月曜日の朝，大
丈夫かなと思いながらも，行ってくれるという
ので期待して，月曜の朝を迎えられたんです。
月曜の朝になってもその子が起きてこない。「早
く起きないと学校に間に合わない」とお母さん
は思って，部屋に起こしに行かれたんです。起
こしに行ったら，その子が布団を頭からひっか
ぶって泣いている。お母さんにしたら，「せっ
かく期待したのに」というのもあったと思うん
ですが，その子には，ぐっとこらえて何も言わ
ず，その場をやり過ごしたんです。ちょうど幸
いその日がスクールカウンセラーとの面接日
だったので，学校に来られました。よく覚えて
いるのですが，相談室に来るなり，扉も閉めず

「先生」って話し出されて。「ちょっとまずはお
かけください」と言ったのを覚えています。落
ち着いて座っていただいて，話をされたのを聞
いたら，「先生，私，あの子に裏切られたんです」
というのが第一声だったんですね。すごい剣幕
だったので，私もちょっとびっくりして，「ど
うしたんですか」と聞いたら，今話したような
経緯をお母さんが語られました。「今日から学
校に行くって言って，私もすごく期待して，頑
張って準備して，ここまで来たのに，あの子に
は裏切られました」という，そういう話だった
んですね。そういうことだったのかと。お母さ
んの気持ちも分かるけれど，子どもも辛い。布
団をかぶって泣いているわけですから。子ども
にしても，お母さんに「行く」って言ったのに，
行けない自分がすごく辛かったと思うので，子
どもの気持ちも分かるなと思いながら，言葉を
挟めずに聞いていました。お母さんはだいたい
20分ぐらい怒りをぶちまけておられたのですが，
吐き出したらトーンダウンしてこられて，怒り
のトゲトゲがちょっと緩まってきました。私は
何も言っていないんですけれど，お母さん自ら
その子どもの言い訳を始めました。「本当に行

く気だったんですよ。かばんを出して，教科書
もそろえて本当に行く気だったんです」とお母
さんが言われ始めて。「そうですか」って，ま
たひたすら聞いていました。最後には，お母さ
んは最初の怒りの顔がちょっと緩んで，ちょっ
とだけ笑顔を取り戻し，「また一からですけど
頑張ります」と言って帰って行かれたんですね。
その後ろ姿が，辛いなと。でも，このお母さん
に，しっかり子どもさんのことを支えてほしい
し，今日家に帰られたら，あの怒りの表情では
なく，ちょっとにっこりした顔で子どもに向き
合ってくれるかなと，少しホッとしましたね。
それと同時に，あのお母さんがここで吐き出し
てくださって良かったという思いがありました。
もし，今日が面接ではなくて，あのお母さんが
泣いている子に対して「あんたに裏切られたわ」
と言ったら，きっと子どもは辛いですよね。お
母さんを裏切るつもりは一切ないと思うんです
ね。でもお母さんからそう言われて，お母さん
の辛い思いを，怒りを投げてこられたら，子ど
もにしたらすごく悲しい。子どもが落ち込む，
落ち込んだところを見てお母さんが「言わな
きゃよかった」ときっと後悔されると思うんで
すね。だから，そういう悪循環に陥るのを，ど
うにかここで吐き出してもらえたことで防げた
かなというのは，私としてはすごくありがた
かったなと思いますね。
　今のは１例ですけれど，今のケースからも分
かりますように，親御さんの面接をしても，そ
れですぐに子どもが動くとか来るということは
まずないです。そんなに簡単ではないです。で
も，お母さんが，あるいはお父さんが安心でき
るところで自分の怒りとか，子どもには言えな
い，ぶつけられないような，そういうマイナス
の感情を，どこかで吐き出していただければ，
子どもにそれが直接向かうことはないですよね。
どこかでリフレッシュをして，ちょっと笑顔に
なって子どもに向き合ってくれたならば，また
いい循環につながるかもしれない。そう考えた
ら，やはり親御さんがどこかでホッとされる時
間とか，肩の力をちょっと抜いていただけるよ

+Book-心理臨床研究第9号.indb   68 2019/03/05   19:33:54



—68— —69—

「不登校の子どもの気持ち・親の気持ちとその支援」

うな時間というのは，ものすごく大事だなと
思っています。
　もう一つ，エピソードをご紹介します。これ
は，不登校の経験のある子どもたちが，自分の
経験を語ってくれるシンポジウムでの話です。
一連のお話が終わった後に，会場におられた保
護者の方が質問されました。「自分の子どもが
今，不登校です。私も今すごく辛いので，どこ
かに相談に行きたいと思っています。どこに
行ったらいいですか？」というお尋ねでした。
私はそれを聞いたときに，すぐに，「それはや
はりお母さんから動かれるのがいいと思います
よ」と言おうと思ったんですけれど。隣に４人
の高校生がそのとき座っていたんですが，その
高校生の一人が「はい」と手を挙げたんですね。
あれ，何を言ってくれるのかなと思ったら，「僕
は自分が不登校だったときに，親には相談に
行ってほしくなかった」と言ったんですね。あ
りゃまあと思って，「どうして」と聞いたら，
一つは，「自分の知らないところで，自分の親
が自分のことを誰かに話をするというのは，そ
れは自分的にはちょっとあまり気持ちよくない
から，それはしてほしくなかった」。もう一つは，

「自分のせいで親が相談に行くとか，辛い目，
苦労を掛けるのは嫌だったから，だから親には
相談に行ってほしくなかった」という言い方を
したんですね。子どもにしたらそうでしょうね。
親が一生懸命，髪を振り乱して頑張ってカウン
セリングに行ったり，いろいろ病院に行ったり
しているのを見ていたら，子どもにはちょっと
辛いかもしれないですね。でも，この親御さん
に，子どもが言っているように「相談に行かな
いで」と言いたくないなと思って，瞬間的に悩
みました。その親御さんに返したのは，「今子
どもたちは，ああいう意見を出してくれました。
それは分かります。でも，お母さんには，子ど
ものためにお母さんが相談に行くのではなくて，
お母さんご自身のために，どこかに安心して相
談できる場所とか，あるいは話せる人を見つけ
ていただくのはいいんじゃないでしょうか」と。

「お母さんご自身がスッとしていただくために，

あるいは肩の力を抜いてもらうために，そうい
う相談の場所を見つけるのはいいと思います」
と言ったんですね。そしたらまた反論するかな
と思ったけれども，４人の生徒らは，一応黙認
という感じでした。自分のためは辛いんです。
自分のせいで，自分が休んでいることで親に苦
労を掛けるのは嫌なんですね。それは見たくな
い。それは申し訳ない。でも，お母さんが自身
のためにやっているんだったら，それはオー
ケーという感じ。それは見過ごしますという感
じだと思います。だから，相談に行かれる親御
さんの方も「あんたのせいで」とか「あんたの
ために私はこんなに苦労している」というオー
ラを出し過ぎない。時には出るかもしれないん
ですけれども，それが出過ぎると，やはり子ど
もにしたら，自分のせいでお母さんに苦労を掛
けているとか，お母さんの白髪が増えていくと
か，そんなふうに思ってしまうんですね。だか
ら，そこは「お母さんのために行っているんだ
よ」，「お母さんが行ってすっきりしているの
よ」って，「お母さんが楽しい気分になったら
それはいいでしょう」ぐらいの，そういう気持
ちで子どもに見せてもらえるといいかなと思う
んですね。
　私の大学の相談センターでも，最初は子ども
は来ません。最初は来ないんですけれども，お
母さんが相談に来られて，お母さんがちょっと
明るくなってこられたり，あるいは笑顔になっ
てこられたりすると，それを見た子どもが「そ
こに行ったら楽しいかな」とか「よさそうだな」
と思って付いて来るということが，まれですけ
れども，あったりします。だから，親御さん自
身も相談に行かれるときに，「この子のせいで
私は苦労している」ではなくて，「私がまずは
楽になりたいから」，「私のために，私のことで
どこかに相談に行こう」ということだったら全
然正解かなと思いますし，それは子どもにとっ
ても，決してマイナスにはならないと思ってい
ます。いずれにしても，親御さんが一人で抱え
込まないということがすごく大事になると思っ
ています。相談の中でよく，「子どもが不登校
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ですごく大変な状態だから，これまで働いてい
たのですが，子どものために家にいたいから仕
事を辞める方がいいですか」という質問があり
ます。それは，そんなに簡単には答えは出ない
んですが，私は辞める必要ないかなと思ってい
ます。本当にね，子どもがいつもお母さんにそ
ばにいてほしいとか，あるいはお母さんがいる
ことがすごく大事で，それがプラスになるとい
うのだったら，それは考えてもらってもいいん
ですけれど。親御さんの方が子どものために自
分がそばにいてやりたい。「こんなに子どもが
苦しんでいるのに，自分が笑顔になってはいけ
ない」とか，「自分だけおいしいもの食べては
いけない」とか，そんなふうに考えて自分を追
い込んでしまう親御さんがたまにいらっしゃる
んですけれど，それは必要ないかな，むしろ要
らないかなと思っています。親がそこまでスト
イックに自分を追い込んでしまったら，そばに
いる子は，余計辛いんですね。自分のせいでお
母さん，お父さんにこんな苦労を掛けてしまっ
ていると，余計罪悪感を持ったりすることもあ
るので，だからむしろ自分の人生を楽しめとは
言いませんけれど，そこまでね，なかなか割り
切れないとは思うんですけれども，全て子ども
中心にとか，子どものために親の人生も犠牲に
するというふうには考えない方がいいですね。
親御さんの人生も大事にしていただいて，それ
が子どもの方にもプラスに返ってくるって考え
ていただく方が，もしかしたらいいかなと感じ
ています。
　ここでデータを紹介しようと思います。この
データに入る前に，ここに至った経緯を少しお
話ししたいと思います。私はスクールカウンセ
ラーとかセンターでケースを受けるときに，中
学校の義務教育段階の不登校の子に出会うこと
が多いです。その子たちの訴えから，先ほど言
いましたように「どうせ自分は」とか「私なん
かに」というので，すごく自己否定してしまっ
ている。自己嫌悪に陥ってしまっている。不登
校である自分を認められないという状態の子が
すごく多いと実感しています。その子たちが，

将来どうなるのかなとすごく気になっていまし
た。自己否定の極地に行っちゃった子が，その
後ずっと自分を否定する人生を歩むとすれば，
それはすごく辛いことですよね。どこかで気持
ちを切り替えて考え直しをし，自分を受け入れ
てくれるということがあれば楽になるんだけれ
ど，ありがたいのだけれど，どうなのかなとす
ごく気になっていたんですね。幸い調査をさせ
ていただける機会があったので，今日お見せす
るようなデータが手に入りました。対象は，不
登校経験を持つ子たちが，わりとたくさん通う
広域通信制高校で調査をお願いすることができ
ました。
　その学校には，不登校経験者の子が約４分の
３，７割以上の子が不登校経験者です。でも，
案外途中で辞めたり，休んだりという子は多く
なくて。この学校自体がすごくサポーティブな
学校なので，案外そのまま卒業するという子が
多いんです。４月から５月にかけて，2400人ぐ
らいの生徒に調査をさせていただいたのですが，
自尊感情の尺度を答えてもらいました。自尊感
情というのは心理学の専門用語です。「自分が
好きだ」とか，「自分のことをかけがえがない
存在だと思います」とか，「自分に満足してい
ます」とかね。私のことをオーケーと感じる気
持ちが自尊感情ですね。そう考えたら不登校状
態のときの自尊感情は，たぶん低かったと思い
ます。その子たちが高校に上がったときにどう
なるのか，やはり不登校を経験していない子と
比べて，不登校経験者の方が低いかなと思って
調査をしてみたら，ほとんど差がありませんで
した。有意な差は得られなかったんですね。つ
まり，過去に不登校であろうが，なかろうが，
４月になって高校に出合えて，その学校に通え
ている段階で調査をすると，自尊感情に差がな
かった。これは１点，私としてはうれしかった
結果です。不登校経験した子も高校に行って自
分の居場所につながったら，自尊感情は上がる。
もしかしたら，低かったかもしれない子が，ほ
とんど変わらない状態になるんだなと思いまし
た。もしかしたら，今聞いていらっしゃる皆さ
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んの中に，この学校全体に低いのではないです
かという意見もあるかもしれません。通信制高
校で，ちょっと特殊な高校であるので，私もそ
れは気になりました。実はこの同じ自尊感情の
研究は，東京都でも奈良県でも，１万人近い高
校生に調査をしていますので，その子たちの平
均と比べてみました。結果，ほとんど差はあり
ませんでした。だから不登校経験があろうが，
なかろうが，高校に上がったその段階では，自
尊感情の得点に差がないというのは一つ言えた
かなと思います。
　ここから一つの結論としてちょっと飛躍的な
考察になりますが，一つ私が言いたいことは，

「不登校という過去の経験が，今の高校生活を
決めるわけではない。不登校のあるなしがその
後の高校になってからの自尊感情を決めるわけ
ではない」ということです。これはちょっとホッ
とした結果です。自分が高校に送り出した，あ
の子たちが学校に入って友だちつくって，新し
い環境になじめたら，もしかしたら傷ついた自
尊感情を回復している子が多いのではないかな
というのが１点です。
　次のデータです。今度は，不登校経験者を群
分けしました。どうやって分けたかというと，
その子たちに「自分の不登校していたことをど
う思いますか」と聞きました。「プラスと思い
ますか。どちらかといえばプラスですか。いや
マイナスですか。いや，大いにマイナスですか」
と，四つに選択肢をつくって聞きましたら，わ
りときれいに分かれました。実は，文科省でも
同じような「プラス，マイナス，どちらでもな
い」と，文科省は三択でやっているんですけれ
ど，そこでも，だいたい３等分されるんです。
プラスと思っている子もいれば，マイナスと
思っている子もいれば，決めがたいなあという
子もいる。今回は四択にしましたけれども，不
登校のことをまだちょっと引きずっている子も
いるし，それをプラスだったと思えている子も
いるというのが一つ分かりました。
　さらに，不登校評価によるタイプ別自尊感情
を見ると，この四つの群の間にはっきりした差

が出てきました。不登校のことを「プラスだっ
た」と思っている人は，現在の自尊感情が高い。

「どちらかというとプラスだった」と比較的肯
定している子たちは次に高い。「どちらかとい
うとマイナス」「マイナスだった」と言ってい
る２群の子は低いということが分かりました。
つまり，現在の自尊感情の高さと過去の不登校
をどう捉えるかということが，関係があるとい
うことが見えてきました。
　もう少し切り口変えてその辺を見たかったの
で，不登校評価による高校生活満足度も調べま
した。同じ対象の子たちに，「望み通りの学校
に出会えましたか」，「学校生活を通して自信が
できましたか」という質問をし，「はい」もし
くは「いいえ」で答えてもらいました。つまり，
不登校をしていて，高校に来て，その新しい高
校で，それが望み通りだったかどうか。そこに
満足して，自信があるかどうかという調査です
ね。結果，「望み通りの学校に出会えた」に「は
い」と答えた子の方が，過去の不登校の経験を
プラスと答える子の比率が高くて，一方マイナ
スと答える比率の子が低い。同じように，「学
校生活を通して自信ができましたか」に対し「は
い」と答えている子の方が，不登校の経験をプ
ラスだったと答える子が多くて，マイナスと答
える子が少ないということが分かりました。
　一つ目の結果から申しましたように，不登校
だったという過去が，今の自尊感情，今の満足
感を全て決めるわけではない。むしろ現在の生
活に対する満足感とか捉え方によって，過去の
見方が変わるかもしれない。そこの因果関係は，
このデータからは言えないのですが，今の満足
感と過去の捉え方が，かなり関係してくるとい
うことが，この結果から分かりました。ただ，
そんなデータで言わなくても，たぶん皆さんの
感覚としては分かっていただけると思うのです。
例えば自分の生きてきた道を考えても，今がす
ごくハッピーとか，今自分はすごくやっていま
す，満足していますという場合は，「過去も苦
労したけど，あの苦労がいまに生きているよな」
と思えるだろうし，逆に，今が不本意で，こん
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なはずではなかったという，辛い思いを持って
いたら，「やっぱりあの過去の失敗が引いてい
るな」と人間は考えがちなところがありますの
で，もしかしたらそういうメカニズムも働いて
いるかもしれません。
　私がこのデータから申し上げたいのは，過去
が今を決めるのではなく，今の在り方が過去の
見方を変えるということです。過去は変えられ
ないですよね。不登校という過去は変えられな
い。でも，不登校のことをどう意味付けるかと
いうのは，人それぞれで変わり得ますよね。私
が面接した子たちとか，不登校を経験した高校
生たちの話を聞いていても，そうやって自分の
経験を客観視して人前でしゃべれるくらい消化
できている子たちは，自分の不登校の経験を語
るとき，わりとプラスに意味付けて語ってくれ
る子が多いんです。例えば「自分は不登校をし
て，あのときはすごく辛かった。勉強も遅れた
し，進路も自分が思うような進路にはつながら
なかった。でも，あのときの時間があったから，
自分のことを見つめ直すことができた」とか。
あるいは，「あのときはすごい苦しい時間を過
ごした。あの苦しい時間があったから，私は人
に対して優しさを感じられるようになったと思
う。自分が苦しかったから，人にも優しくする
ことができている」ということを語る子もいま
す。さらに，「２年間ひきこもっていて，自分
の人生の時間が止まる，そういう２年間だった
けれども，あの時間があったからこそ，いまの
自分がいる」と。何か具体的に「こうだ」とは
言わないけれども，あの時間があったから，い
まの自分がいるということをはっきりと言って
くれる子もいます。
　そういう意味では，不登校は失うものもある
んです。夢ばかりではなくて，希望ばかりでは
なくて，やっぱり不登校したことで勉強が遅れ
るとか，進路が思うようには行けなかったとか。
あるいは，こんな子もいました。文科省の，中
３で不登校した子の５年後，20歳になったとき
に調査をするという研究にも加わったことがあ
るのですが，その子たちの意見を聞いていて，

わりと多かったのが，20歳になって「中学校の
ときのことを振り返って，不登校をどう思うか」
と言われたとき，「決して後悔はしていない」と。

「ただ，成人式があって，成人式に行ったけれ
ども，そのときに共有できる思い出がなかった。
それが辛かった」と。他の子は，出会ったら，「あ
あ，あのとき楽しかったよね。中学校，こんな
ことあったね」とか「修学旅行，こうだったね」
とか思い出話ができるんだけど，不登校をした
ことで，そういう思い出話がないと。それが辛
かったという意見もありました。
　私は，不登校することを全面的に肯定するつ
もりはありません。もちろん本人も苦しいし，
親もしんどいし，失うものもあったと思います。
でも，このデータを見ていると，決して一生そ
う思うのではなくて，その後の出会いによって，
その後の生き方によって，その子自身が，変え
られない過去なんだけれども，その過去の意味
付けの仕方とか，そこにどういうプラスの意味
を自分で解釈するか，捉え方を変えることはで
きるということを，この結果から読み取りたい
と思っています。
　もう一つ，「将来への自信」という項目で，
例えば「自分の将来は明るい」とか，「自分は
将来切り開く自信があります」とか，「自分の
将来には夢があります」とか，前向きな将来像，
将来展望の明るさや暗さを測る項目もやってい
ただきました。その結果，不登校という過去を
プラスだと考えられている子は，将来展望も明
るい。マイナスだなと思っている方は，やっぱ
り将来展望も暗いということが分かりました。
　これらから何を読み取るかということですが，
不登校という過去が今を決めるのではなくて，
今の在り方が過去への認識，過去への捉え方を
変える。さらには，今の自信が変わることで，
将来への展望も明るくなる。それが今回のデー
タから，私が読み取りたいと思うことです。こ
のデータが修論とかで出てきたら，もうちょっ
とデータを加えないとそこまで言えないよと，
たぶん指導するだろうなと私自身も思っていま
す。因果関係は言えないのですが，カウンセラー
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としては，子どもたちにそういう思いで出会い
たいなと思っています。と言いますのは，臨床
をやっていますと，いろんな過去を背負った子
に出会います。不登校だけではなく，よくこん
な悲惨な生活歴を持って，ここまで成長してく
れたなという子も出会ったりもします。そうい
う子が，この後もずっとしんどい状態を背負っ
て生きていくとなったら，こちらもすごくしん
どくなります。でも，その子たちが，その後，
生きていく中で，何かいい出会いがあって，そ
の子が幸せだなという状態になったときには，
自らのしんどい歴史に対する見方を変えてくれ
るかもしれない。「しんどいことも自分には意
味があったんだ」，「あのとき苦しんだから，今
があるんだと」いうふうに思い直してくれるか
もしれない。それができたら，きっと将来も頑
張って生きていこうと思えるだろうなと。過去
は変えられないけども，今は変えられる。出会
いの中で，教育という力を通して，あるいは，
カウンセリングという力を通して，今の子ども
たちの状況を変えることで，過去が変わるかも
しれない。さらには，未来も変わるかもしれな
い。今やっている仕事の意味も，その辺にある
のかなと思っているところです。
　最後に，私が院生のときに，不登校の子が通っ
ているフリースクールで，４年間実習をさせて
いただいたのですが，そこで出会った不登校の
子がしゃべってくれた内容をお話しします。そ
の当時，その子は中２だったのですが，今は大
人になって，お母さんになっています。その出
会いがあってから20年くらい後に開いた同窓会
で出会った時のことです。みんなお母さんに
なっていたり，男の子で「不登校の子の支援員
をしています」という子もいたりとか，それぞ
れに頑張ってくれているなというのを実感しま
した。当時，中２だった女の子がしゃべってく
れた内容です。その子とどんな話をしていたか
前後の脈絡は覚えていないのですが，その子が
あるとき，「先生。私，学校という長い長いロー
プの先を今握っているねん」という話をしたん
ですね。当時，その子は不登校の状態で，学校

の先生が時々家庭訪問に来たりとかしてくれて
いたんですが，なかなか学校には行けない。私
が実習に行っていたフリースクールに通って来
てくれていたといました。「学校という長い長
いロープの先を今握っている」と言うから，ロー
プには，もう一つ先があるわけで，「そこは誰
が握っているの」と聞いたら，「学校の先生や，
担任の先生や」と言うんです。ああ，そうなん
だと思って，何を言うのかなと思って聞いてい
たら，「先生が“学校においで”と言って，ロー
プをぐいぐいと引っ張っても，今の私は学校に
は行けない」と。「先生が嫌いだからじゃない。
先生に会って，“明日おいでや”と言わても，
行けるわけじゃないし，先生が電話をかけてく
れて，その電話に出ても何も言えないから，先
生には会えない。電話にも出られない。だから
先生がロープをぐいぐいと引っ張ったら，今の
私は，それが怖くてロープをぽいっと放しちゃ
うだろう」と。その子がロープを放したら，当
然，ロープはだらんと垂れ下がって，先生の手
にしかロープが残らなくなりますよね，それは
違うと。逆に，その子がロープを持っているん
だけど，「先生のことが嫌だ，先生に会いたく
ない，先生に来てほしくない」という，その言
葉を先生がうのみにされて，「分かった。じゃあ，
もう行かない」と言ってロープをぽいっと放し
たら，今度はその子の手にしかロープが残らな
くなって，だらんと下がってしまう。それも違
うと言うんですね。「じゃあ，どうしてほしいの」
と聞いたら，その子が言うには，「今すぐには
会えないけれども，自分が元気になったらロー
プをつんつんと引っ張るから，そのときにしっ
かり引っ張り返してくれるとか，会いに来てく
れるとかしてほしい」と言ったんですね。私は
当時，そんなに勉強していなかったし，その子
の言葉がよく分からなくて，「ふうん」と聞い
たんですが，後からよく考えたら難しい要求
だったんだなと。長い長いロープの先で，顔も
見えないかもしれない長いロープの先を，いつ
引っ張られるか分からない，その子の“つんつ
ん”を常に待っておいてくれということですよ
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ね。その“つんつん”と引っ張ったときに，しっ
かりとそれを感じ取って会いに来てほしいとい
うのが，その子の本音です。それを聞いたとき，
本当に難しいなと感じました。でも，もしかし
たら不登校であるないにかかわらず，今の子た
ちは，結構１対１の関係を求めますよね。先生
に対しても，親に対しても，いろんな人に１対
１の関係を求めます。そういうときに，自分の
方を引っ張り過ぎても困るし，引っ張られ過ぎ
ても困るし，放されても困るし，自分のことを
忘れないで，ちゃんと感じながら持っておいて
ということなんですね。すごく難しい要求だな
と思って，今は感じています。たぶんクラス担
任を持っておられたら，40本近いロープが手に
あると思います。一本一本，引っ張り方が違い
ますし，子どもによって引っ張り時も違うし，
ぴいんという張り方も違うと思うのですが，そ
の40本のロープの手加減を探りながら，顔が見
えなくても，一人一人の存在を忘れずに持ち続
けてくれというのが，この子が語りたかった言
葉なのかなと。今もいろんなケースに出会って
いますが，不登校のケースなど，「今日はちょっ
と引っ張り過ぎたよな」とか，「最近，ちょっ
とたるんでいたな」とか。そういうかたちで自
分と相手との関係を考え直すときに，このロー
プのイメージは結構使えると思っています。今
日はいろんな立場の方が来てくださっているか
なと思いますが，先生としての子どもとの関係
もそうですし，カウンセラーとしてのクライア
ントさんとの関係もそうでしょうし，親と子の
関係，いろんな意味で引っ張り過ぎず，でも，
放さずという。いつ“つんつん”が来るか分か
らないけれども，それをしっかり感じ取るかた
ちで持ち続けるということが，不登校に限らず，
すごく大事なことかなと思って，最後に付け加
えさせていただきました。ご清聴ありがとうご
ざいました。
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